
2025 年 11 月 21 日市長定例記者会見 資料１ 

スポまち！表彰 2025 スポーツ庁長官特別賞を受賞 

 

１ 要 旨 

・「だれもが、いつでも、どこでもスポーツに参加できる共生社会の実現」を目指す

「清水区庵原地区ユニバーサルスポーツ聖地化事業」が、スポーツを活用した地方 

創生・まちづくりに積極的に取り組む自治体のアイデアを表彰する「スポまち！ 

表彰 2025」（スポーツ庁主催）において、最高位である「長官特別賞」を受賞    

しました。 

・今後、スポーツ施設のバリアフリー化やパラスポーツを支える体制を構築し、   

社会全体の力で庵原地区を中心とした「ユニバーサルスポーツの聖地化」を推進し

ます。 

 

２ 計画概要 … 詳細別紙 

（１）名称 「清水区庵原地区ユニバーサルスポーツ聖地化事業」  

 

（２）目標 

①「全国からパラスポーツを楽しむ人が集まるまち」を目指す。 

②「誰もがスポーツができるまち」を目指す。 

③市民や民間事業者との共創により、スポーツが持つ力で社会的価値と経済的 

価値を結ぶ好循環を生み出す。 

 

（３）PR ポイント 

 ＜静岡市の優位性＞  

・市内に複数のプロスポーツチームが存在 

・庵原地区には多彩なスポーツ施設が立地  

・東名 IC、新東名 IC からアクセスが良好  

 

＜今後の取り組み＞ 

・「ちゅ～るスタジアム清水」にパラスポーツ優先の屋内運動場を新設するほか、

施設のバリアフリー化などを実施し、ユニバーサルスポーツを推進します。 

・パラスポーツ統括団体の組織化を支援し、誰もがスポーツを楽しめる環境を 

つくります。 

・年齢、性別、障がいの有無や、競技力のレベルに関わらず、誰もが参加でき

るユニバーサルスポーツ大会や体験会の開催、各種の国際大会や全国大会、

合宿などを誘致します。 
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３ 表彰について 

■ 制度名 

  ・「スポーツ・健康まちづくり」優良自治体表彰制度（スポまち！表彰） 

■ 受賞自治体数 

  ・18 自治体（うち 4自治体が特別賞を受賞、「長官特別賞」は静岡市のみ受賞） 

■ 表彰式 

  ・日 時：令和 7年 11 月 18 日（火）13:00～ 

  ・場  所：三田共用会議所 （東京都港区三田２丁目１－８） 

・出席者：スポーツ庁長官 河合 純一 様 

     スポーツ庁審議官 籾井 圭子 様 

スポーツジャーナリスト・大阪芸術大学教授 増田 明美 様 

沖縄 SV 株式会社 代表取締役 CEO 高原 直泰 様 

受賞自治体 

 ■ 表彰式当日の様子 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：観光交流文化局 スポーツ振興課(054-221-1038) 



●静岡市はスポーツに最適な環境︕
静岡市には、清水エスパルス(J1)やベルテックス静岡(B2)をはじめとする複数のプロスポーツチームがあり、
市民がスポーツを「する」「みる」「ささえる」など、様々な形で楽しめる環境があります︕
その中でも清水区庵原地区には、プロ野球球団の本拠地である「ちゅ〜るスタジアム清水」をはじめ、
宿泊施設を備えたﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ、パラ優先施設IAIﾊﾟﾗｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸなど、多彩な施設が集積︕
●地区全体でパラスポーツ対応施設を整備︕
同地区の「交通アクセス」「既存施設」といった強みを活かし、各施設を面的に整備することで、
全国初となる“ユニバーサルスポーツ推進エリア”としてまちづくりを推進︕

静岡市 スポーツ振興課
TEL054-221-1038

問合せ先・電話番号

計画期間︓〜令和１３年３月３１日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

「全国からパラスポーツを楽しむ人が集まるまち」を目指します︕
〇 清水区庵原地区内の各スポーツ施設を誰もが安心して利用できる施設に改修（ハード）。
〇 パラスポーツを支援する人材や団体を統括する組織化を支援し、誰もがスポーツを楽しめる環境を整備（ソフト）。
〇 市民や民間事業者との共創により、スポーツが持つ力で社会的価値と経済的価値を結ぶ好循環を生み出す。
【庵原地区内のスポーツ施設利用者数︓20,000人→36,000人、日本パラスポーツ協会公認指導者登録者数︓54人→108人】

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題・総合的な取組体制＞

スポまち︕表彰2025
静岡市

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

だれもが、いつでも、どこでも楽しめる「“ユニバーサルスポーツの聖地“しずおか」へ︕

2

2

11

3

6

5

5５

5

経済

環境

健康交流

ローカルブ
ランド

現在 将来

障がいのある方が、
優先的に利用できる
屋内運動場を新設
(2026完成予定)

年齢、性別、障がいの有無に
関わらず誰もが参加できる
ユニバーサルスポーツ大会・
体験会の開催

■パラスポーツに取り組める
施設が不足している

■市民のパラスポーツに対する
関心不足■ﾊﾟﾗｽﾎﾟｰﾂ統括団体の不在

エリア内の施設整備 組織化と指導員増加 イベントや大会の開催・誘致

ユニバーサルスポーツの拠点
及びﾌプロフィットセンター化
するための機能改修
(2025検討開始)

国際大会・全国大会
及び合宿を誘致し、
選手による体験教室等を
開催

静岡市を
ユニバーサルスポーツの聖地に︕

※イメージ
ふじのくにパラスポーツ情報センター

パラスポーツの指導や、
市民の障がいに対する
理解を向上するため、
指導者を増員

静岡市役所
観光交流文化局 都市局
保健福祉長寿局 経済局 など

スポーツ施設
指定管理者

パラスポーツ
団体

障害者福祉
団体

IAIパラ
スポーツパーク

スポーツ
推進委員

教育機関
大学

ホームタウン
チーム

・(仮称)ユニバーサルスポーツセンターの設置
・施設整備(バリアフリー化等)

・スポーツ相談(競技団体の紹介等)
・パラスポーツ指導員等の人材育成
・ユニバーサルスポーツネットワーク形成

・選手交流イベント
・ホームゲームでのPR

・競技団体間の連携
・合宿、大会誘致に関する情報共有

・利用者向けスポーツ体験会の共同開催
・スポーツ参加に関する相談支援

・ニュースポーツ体験会の運営
・地域イベントでの理解促進

・インクルーシブ教育、
研修プログラムの開発

・ユニバーサルスポーツイベントの開催・ユニバーサルスポーツ教室、
イベントの開催

（仮称）
静岡市パラスポーツ協会

スポーツと産業、健康、福祉、観光、教育を融合させた
地域活性化と共生社会の実現に繋げる。

パラスポーツに取り組み
たい人、パラアスリートを
目指したい人等を
支援する体制を構築

※完成イメージ

ちゅ〜るスタジアム清水 清水ﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ パラスポーツ指導員の増加 ウォーキングフットボール大会 パラバトミントン国際大会

※R7.10.12実施 ※R7.11実施予定

パラスポーツ統括団体の組織化

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp)
地理院タイルを加工して作成

・ユニバーサルスポーツ振興を通じた
政策提言

清水区庵原地区の拠点スポーツ施設

(別紙)

https://maps.gsi.go.jp

